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大
綱
質
疑

大
綱
質
疑

議
案
審
議

議
案
審
議

委
員
会
報
告

委
員
会
報
告

一
般
質
問

一
般
質
問

閉
会
中
の
審
議

閉
会
中
の
審
議

多
岐
に
渡
っ
て
質
問
し
ま
し
た

多
岐
に
渡
っ
て
質
問
し
ま
し
た

全
43
議
案
を
審
議
し
ま
し
た

全
43
議
案
を
審
議
し
ま
し
た

構
成
は
臨
時
号
に
載
っ
て
い
ま
す

構
成
は
臨
時
号
に
載
っ
て
い
ま
す

質
問
者
本
人
が
要
約
し
て
い
ま
す

質
問
者
本
人
が
要
約
し
て
い
ま
す

閉
会
中
も
審
議
し
ま
し
た

閉
会
中
も
審
議
し
ま
し
た

国民健康保険 57億6,660万4,000円

老人保健 47億8,599万9,000円

農業集落排水事業 4億2,040万9,000円

公共下水道事業 11億3,570万3,000円

介護保険 27億8,469万1,000円

野外趣味活動施設 2,999万6,000円

　　　　　　　計 149億2,340万2,000円

桜川市岩瀬水道事業会計　億         万          円

桜川市真壁水道事業会計　億         万          円

桜川市大和水道事業会計　億         万          円

特　別　会　計特　別　会　計

福
祉
施
設
の
清
掃
業
務
委
託

料
を
一
本
化

問
　
福
祉
施
設
の
清
掃
業
務
委
託

料
が
、
前
年
度
一
六
一
万
四
〇
〇

〇
円
に
対
し
、
今
年
度
は
五
四
八

万
円
と
増
え
て
い
る
の
は
な
ぜ
か
。

答
　
前
年
度
は
岩
瀬
福
祉
セ
ン

タ
ー
と
真
壁
福
祉
セ
ン
タ
ー
を
別

目
で
計
上
し
て
い
ま
し
た
が
、
本

年
度
は
一
本
化
し
た
た
め
で
す
。

岩
瀬
福
祉
セ
ン
タ
ー
の
風
呂

施
設
が
利
用
者
減
で
休
止

問
　
岩
瀬
福
祉
セ
ン
タ
ー
の
風
呂

施
設
が
新
年
度
よ
り
休
止
す
る
理

由
は
。

答
　
利
用
者
の
減
少
、
財
政
状
況

を
勘
案
し
て
当
分
の
間
休
止
と
い

た
し
ま
し
た
。

旧
三
町
村
の
学
童
保
育
対
応

問
　
旧
三
町
村
で
差
の
あ
っ
た
学

童
保
育
の
対
応
は
。

答
　
各
学
校
の
空
き
教
室
の
状
況

や
経
費
の
問
題
な
ど
考
慮
し
て
、

今
後
検
討
し
て
ま
い
り
ま
す
。

新
規
事
業
バ
イ
オ
マ
ス
と
は

問
　
新
規
事
業
バ
イ
オ
マ
ス
の
環

境
つ
く
り
交
付
金
八
二
〇
〇
万
円

の
詳
細
な
説
明
を
求
め
る
。

答
　
︵
株
︶
さ
く
ら
バ
イ
オ
ラ
イ

ン
と
い
う
会
社
の
行
う
家
畜
の
ふ

ん
尿
や
も
み
殻
、
枯
れ
葉
な
ど
を

も
と
に
有
機
肥
料
を
つ
く
る
事
業

に
対
す
る
交
付
金
で
す
。
資
金
面

は
今
の
段
階
で
、
国
が
二
分
の

一
、
事
業
主
が
二
分
の
一
と
い
う

予
算
に
な
っ
て
い
ま
す
。

農
用
地
に
国
か
ら
補
助
金
が

来
る
制
度

問
　
農
地
・
水
・
環
境
保
全
向
上

対
策
事
業
支
援
交
付
金
の
内
容

は
。

答
　
農
用
地
は
国
民
の
共
有
財
産

と
の
位
置
づ
け
か
ら
、
国
か
ら
の

交
付
金
が
来
る
制
度
で
、
今
年
度

か
ら
五
年
間
の
継
続
事
業
で
す
。

当
市
で
は
三
十
七
地
区
に
、
十

ア
ー
ル
当
た
り
一
一
〇
〇
円
を
拠

出
し
ま
す
と
、
国
か
ら
四
四
〇
〇

円
が
交
付
さ
れ
ま
す
。

花
い
っ
ぱ
い
運
動
推
進
事
業

の
拡
大
を

問
　
花
い
っ
ぱ
い
運
動
推
進
事
業

を
広
げ
て
ほ
し
い
。

答
　
旧
岩
瀬
地
区
子
供
会
や
老
人

会
な
ど
、
二
十
二
団
体
に
協
力
を

願
っ
て
い
ま
す
。

羽
黒
・
稲
田
石
材
ス
ラ
ッ
ジ

処
理
協
同
組
合
へ
の
補
助
は

問
　
羽
黒
・
稲
田
石
材
ス
ラ
ッ
ジ

処
理
協
同
組
合
の
設
立
か
ら
の
経

緯
と
笠
間
市
の
対
応
は
。

答
　
昭
和
五
十
九
年
に
旧
岩
瀬
町

池
亀
に
設
立
さ
れ
、
昭
和
六
十
三

年
当
時
は
六
五
〇
一
立
方
メ
ー
ト

ル
ほ
ど
処
理
を
し
て
い
ま
し
た

が
、
平
成
十
七
年
に
は
そ
の
十

九
・
三
％
ま
で
落
ち
込
ん
で
い
ま

す
。
笠
間
市
と
も
協
議
の
結
果
、

同
額
を
補
助
す
る
と
い
う
こ
と
で

予
算
計
上
い
た
し
ま
し
た
。

介
護
施
設
の
許
認
可
状
況
は

問
　
介
護
保
険
の
中
で
、
地
域
密

着
型
介
護
サ
ー
ビ
ス
給
付
費
一
人

当
た
り
九
〇
万
円
、
施
設
介
護

サ
ー
ビ
ス
給
付
費
一
人
当
た
り
三

〇
〇
万
円
と
説
明
が
あ
っ
た
が
、

桜
川
市
で
は
介
護
施
設
が
ど
ん
ど

ん
増
え
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
。

許
認
可
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の

か
。
ま
た
、
介
護
保
険
の
目
的
で

あ
る
自
宅
介
護
に
手
厚
い
保
護
が

で
き
な
い
か
。

答
　
五
月
オ
ー
プ
ン
施
設
と
療
養

型
医
療
施
設
と
合
わ
せ
て
十
二
施

設
に
な
り
ま
す
が
、
今
後
認
可
し

て
増
え
る
予
定
は
あ
り
ま
せ
ん
。

介
護
医
療
費
が
二
四
億
九
七
〇
〇

万
円
と
増
え
て
い
る
た
め
、
健
康

管
理
と
い
う
部
分
に
も
力
を
入
れ

て
、
介
護
の
必
要
性
が
起
き
な
い

よ
う
指
導
し
て
ま
い
り
た
い
と
思

い
ま
す
。

３月７日から２２日までの会期で開催

され、19年度予算案を中心に、多岐に

わたり質疑が行われました。

平成19年 第1回定例会

　一般会計

　164億3,432万円の

　　　　　　　予算を可決

　19年度一般会計予算は、総額164億3,432万6,000円で前

年度予算対比1.0％の減、また、特別会計予算総額は、149億

2,340万2,000円で前年度予算対比2.5％の増となっています。

岩瀬・真壁・大和の３水道事業会計の総額は、14億2,344万

4,000円で前年度予算対比4.1％の減となっています。

　19年度の一般会計予算、特別会計予算、水道事業会計予算

の総額は、327億8,117万2,000円で、前年度対比0.5％の増

となっています。

繰入金
5億9,896万4,0

諸収入

繰越金
4億円

地方譲与税
4億330万円

地方消費制交付
4億3,700万円

県支出金
8億3,962万6,0

国庫支出金
11億7,916万8

市債
19億1,100万円

000円

交付税
円

5万2,000円

育費
億8,872万6,000円

衛生費
17億1,443万8,0

公債費
16億8,954万円

農林水産費
13億7,096万7,0

消防費
7億3,187万円

商工費
2億2,710

諸支出金
2億540万3 000円

議会費
2億433万2,000円
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大
綱
質
疑

大
綱
質
疑

議
案
審
議

議
案
審
議

委
員
会
報
告

委
員
会
報
告

一
般
質
問

一
般
質
問

閉
会
中
の
審
議

閉
会
中
の
審
議

多
岐
に
渡
っ
て
質
問
し
ま
し
た

多
岐
に
渡
っ
て
質
問
し
ま
し
た

全
43
議
案
を
審
議
し
ま
し
た

全
43
議
案
を
審
議
し
ま
し
た

構
成
は
臨
時
号
に
載
っ
て
い
ま
す

構
成
は
臨
時
号
に
載
っ
て
い
ま
す

質
問
者
本
人
が
要
約
し
て
い
ま
す

質
問
者
本
人
が
要
約
し
て
い
ま
す

閉
会
中
も
審
議
し
ま
し
た

閉
会
中
も
審
議
し
ま
し
た

ご
み
収
集
委
託
業
者
と
金
額

問
　
ご
み
収
集
の
委
託
契
約
を
結

ん
で
い
る
業
者
名
と
金
額
、
ま
た

業
者
の
不
正
は
な
い
か
。

答
　
さ
し
ろ
︵
株
︶
が
四
三
五
八

万
六
〇
〇
〇
円
、
道
興
業︵
株
︶が

三
二
七
六
万
円
、
明
野
資
源︵
株
︶

が
一
四
〇
六
万
四
〇
〇
〇
円
、
ダ

イ
シ
ン
企
業
が
一
八
〇
〇
万
円
、

信
山
電
機
︵
株
︶
が
八
九
四
万
円
、

大
和
ク
リ
ー
ン
が
七
〇
〇
万
円
で

す
。
旧
町
村
の
実
績
な
ど
を
勘
案

し
、
随
意
契
約
で
行
っ
て
い
ま

す
。

ご
み
処
理
業
者
が
一
般
事
業

系
ご
み
を
混
載
？

問
　
あ
る
業
者
が
、
委
託
契
約
の

作
業
中
に
一
般
事
業
系
ご
み
を
混

載
し
て
い
る
。
こ
れ
は
不
正
で
あ

り
証
拠
写
真
も
あ
る
。
そ
の
よ
う

な
業
者
に
本
年
度
も
業
務
を
発
注

し
て
よ
い
の
か
。
委
員
会
に
付
託

し
、
調
査
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

答
　
投
書
が
あ
っ
た
た
め
抜
き
打

ち
的
に
何
度
か
追
跡
調
査
を
し
ま

し
た
が
、
混
載
の
事
実
は
あ
り
ま

せ
ん
で
し
た
。

答
　
日
本
一
き
れ
い
な
ま
ち
づ
く

り
は
、
日
本
一
心
も
き
れ
い
に
す

る
と
い
う
こ
と

で
、
こ
の
よ
う
な

こ
と
が
絶
対
な
い

よ
う
に
担
当
部
課

に
強
く
申
し
伝
え

ま
す
。

議
長
　
委
員
会
に

調
査
付
託
と
い
う

こ
と
で
す
ね
。

本
木
バ
イ
パ
ス

の
進
捗
状
況

問
　
合
併
特
例
債
事
業
の
う
ち
、

県
道
つ
く
ば
益
子
線
﹁
本
木
バ
イ

パ
ス
﹂
に
つ
い
て
、
詳
細
な
説
明

を
求
め
る
。

答
　
十
九
年
度
は
、
測
量
及
び
試

験
費
で
四
〇
〇
〇
万
円
、
用
地
買

収
費
五
〇
〇
〇
万
、
補
償
費
三
〇

〇
〇
万
で
、
合
計
一
億
二
〇
〇
〇

万
円
を
予
算
計
上
い
た
し
ま
し

た
。

問
　
地
権
者
の
承
諾
や
用
地
買
収

は
進
ん
で
い
る
の
か
。
状
況
に

よ
っ
て
は
予
算
執
行
を
や
め
て
ほ

し
い
。

答
　
十
八
年
度
は
三
〇
〇
〇
万
円

の
調
査
費
で
、
地
元
説
明
会
な
ど

を
行
い
ま
し
た
が
、
一
〇
〇
％
の

同
意
は
得
て
い
ま
せ
ん
。
総
事
業

費
の
七
割
を
交
付
税
措
置
、
残
り

三
割
の
う
ち
七
割
を
県
の
補
助
金

で
賄
う
の
で
、
市
に
と
っ
て
有
利

で
す
。

本
木
バ
イ
パ
ス
が
最
優
先
さ

れ
た
の
は
な
ぜ
か

問
　
合
併
特
例
債
事
業
の
変
更
で

大
和
中
学
校
が
加
わ
っ
た
が
、
地

域
バ
ラ
ン
ス
を
考
え
る
と
、
な
ぜ

本
木
バ
イ
パ
ス
が
優
先
さ
れ
た
の

か
。
ま
た
県
所
有
地
の
リ
ン
リ
ン

ロ
ー
ド
の
り
面
を
利
用
す
る
予
定

は
あ
る
の
か
。

答
　
県
事
業
着
手
の
都
合
と
雨
引

小
・
大
和
中
へ
の
通
学
路
の
安

心
・
安
全
と
い
う
観
点
か
ら
先
行

計
画
を
い
た
し
ま
し
た
。

答
　
用
地
確
保
を
最
小
限
で
済
ま

せ
る
た
め
、
犬
田
境
か
ら
木
崎
雨

引
停
車
場
線
ま
で
を
使
い
ま
す
。

林
道
整
備
工
事
費
の
施
工
箇

所
は

問
　
林
道
整
備
の
う
ち
工
事
請
負

費
三
二
〇
〇
万
円
は
ど
こ
の
工
事

か
。

答
　
平
野
線
一
四
〇
メ
ー
ト
ル
、

端
上
線
四
十
六
メ
ー
ト
ル
、
北
筑

波
稜
線
五
十
メ
ー
ト
ル
、
市
林
道

舗
装
工
事
三
〇
〇
メ
ー
ト
ル
、
そ

の
他
補
修
も
含
み
ま
す
。

大
和
駅
前
駐
車
場
の
現
状
と

今
後
の
計
画

問
　
大
和
駅
前
駐
車
場
の
借
地
面

積
と
借
地
料
、
ま
た
今
後
の
整
備

と
駐
車
料
金
は
。

答
　
一
七
五
一
平
方
メ
ー
ト
ル
を

年
間
四
〇
万
円
で
借
地
し
て
い
ま

す
。

　
今
年
度
九
〇
〇
万
円
を
か
け
て

舗
装
し
ま
す
。

答
　
維
持
管
理
の
面
か
ら
整
合
性

を
考
え
た
適
正
な
料
金
設
定
を
し

て
ま
い
り
ま
す
。

都
市
計
画
基
礎
調
査
委
託
料

の
内
容
は

問
　
都
市
計
画
基
礎
調
査
委
託
料

八
六
〇
万
円
の
内
容
は
。

答
　
都
市
計
画
法
に
基
づ
き
市
内

全
域
の
産
業
分
類
別
就
業
人
口
規

模
・
市
街
地
面
積
・
土
地
利
用
・

交
通
量
等
を
調
査
す
る
費
用
で

す
。

真
壁
運
動
場
の
ベ
ン
チ
周
り

を
整
備

問
　
真
壁
運
動
場
の
工
事
請
負
費

四
九
一
万
円
は
。

答
　
ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク
の
ソ
フ
ト

ボ
ー
ル
大
会
が
当
運
動
場
で
開
催

さ
れ
る
た
め
、
ベ
ン
チ
周
り
の
整

備
工
事
で
す
。

基
金
残
高
及
び
起
債
残
高
の

処
理
は

問
　
予
算
の
編
成
上
で
基
金
残

高
、
及
び
起
債
残
高
は
ど
の
よ
う

租
税
債
権
管
理
機
構
の
実
績

問
　
租
税
債
権
管
理
機
構
の
負
担

金
三
八
五
万
六
〇
〇
〇
円
の
内
容

は
。

答
　
平
成
十
八
年
度
の
負
担
金

で
、
内
訳
は
均
等
割
り
五
万
円
、

徴
収
実
績
割
り
一
〇
％
、
処
理
件

数
一
件
当
た
り
一
七
万
円
で
す
。

徴
収
実
績
は
五
八
一
万
三
三
八
八

円
で
し
た
。

旧
町
村
の
職
員
給
与
格
差

問
　
職
員
給
与
は
二
六
億
六
一
六

一
万
一
〇
〇
〇
円
で
、
構
成
比
率

一
六
・
二
％
で
あ
る
。
旧
町
村
を

平
成
十
六
年
度
実
績
で
比
較
す
る

と
、
大
和
村
職
員
平
均
給
与
三
六

万
五
〇
〇
円
、
真
壁
町
職
員
平
均

給
与
三
五
万
八
二
〇
〇
円
、
岩
瀬

町
職
員
平
均
給
与
三
一
万
八
七
〇

〇
円
で
あ
る
。
真
壁
と
岩
瀬
を
比

較
す
る
と
一
ヵ
月
四
万
円
程
の
差

が
あ
る
が
、
合
併
に
よ
っ
て
ど
の

よ
う
に
是
正
さ
れ
た
か
。

答
　
合
併
協
議
会
の
中
で
、
岩
瀬

の
職
員
一
〇
〇
名
ほ
ど
に
給
与
見

直
し
の
必
要
性
が
論
じ
ら
れ
、
十

七
年
十
月
の
合
併
時
点
で
一
か
ら

二
号
俸
の
調
整
を
図
り
、
十
八
年

四
月
の
人
事
院
勧
告
前
に
昇
格
な

ど
で
再
調
整
を
図
り
ま
し
た
。

答
　
人
事
評
価
制
度
な
ど
を
導
入

し
、
職
員
一
人
ひ
と
り
が
頑
張
れ

る
公
平
公
正
な
評
価
を
し
て
ま
い

り
ま
す
。

真
壁
工
業
団
地
管
理
協
力
金

が
雑
入
と
な
っ
て
い
る
が

問
　
真
壁
工
業
団
地
管
理
協
力
金

一
五
〇
万
円
が
雑
入
と
し
て
上
げ

ら
れ
て
い
る
が
。

答
　
企
業
が
利
用
す
る
工
業
用
水

を
、
真
壁
町
が
深
井
戸
を
掘
り
供

給
し
て
い
る
の
で
、
そ
の
協
力
金

で
す
。

私
有
地
内
の
市
道
等
を
整
理

す
べ
き

問
　
個
人
の
屋
敷
に
食
い
込
ん
で

い
る
市
道
等
の
市
有
地
を
、
払
い

下
げ
し
て
整
理
す
べ
き
と
思
う

が
。

答
　
申
請
の
た
び
に
実
施
し
て
い

ま
す
。
法
定
外
公
共
物
の
払
い
下

げ
は
十
八
年
度
に
十
件
ほ
ど
行
っ

て
い
ま
す
。

県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連

合
負
担
金
の
内
容

問
　
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連

合
負
担
金
一
三
〇
八
万
六
〇
〇
〇

円
の
内
容
と
保
険
料
の
徴
収
は
。

答
　
均
等
割
が
一
〇
％
で
一
五
〇

万
七
〇
〇
〇
円
、
人
口
割
が
四
五

％
で
四
九
五
万
六
〇
〇
〇
円
、
受

給
者
負
担
割
が
四
五
％
で
六
六
二

万
三
〇
〇
〇
円
で
す
。
保
険
料
は

年
金
か
ら
天
引
き
と
な
り
ま
す
。

清
掃
業
務
委
託
料
の
見
直
し
は

問
　
三
庁
舎
の
清
掃
業
務
委
託
料

の
見
直
し
と
発
注
方
法
は
。

答
　
二
社
よ
り
見
積
も
り
を
取

り
、
低
い
業
者
と
さ
ら
に
値
下
げ

交
渉
を
行
い
発
注
し
て
い
ま
す
。

借
地
料
の
見
直
し

問
　
借
地
料
の
見
直
し
は
。

答
　
財
政
課
が
中
心
と
な
り
借
地

を
持
つ
担
当
課
と
協
議
し
て
い
ま

す
が
、
交
渉
が
う
ま
く
い
っ
て
い

ま
せ
ん
。

桜
川
市
と
つ
く
ば
市
を
結
ぶ

路
線
バ
ス
へ
の
対
策

問
　
桜
川
市
と
つ
く
ば
市
を
結
ぶ

路
線
バ
ス
が
廃
線
の
憂
き
目
に
あ

る
。
市
の
対
応
は
。

答
　
二
十
年
度
に
は
市
内
循
環
の

交
通
体
系
を
構
築
し
、
そ
の
中
で

筑
波
山
口
ま
で
つ
な
ぐ
こ
と
を
課

題
と
し
て
ま
い
り
ま
す
。

桜
川
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
改
修

費
に
一
五
四
万
円
は
必
要
か

問
　
桜
川
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
改

修
に
一
五
四
万
円
の
委
託
料
が
必

要
か
。

答
　
住
民
参
加
シ
ス
テ
ム
や
デ
ジ

タ
ル
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
対
応
と
し

て
、
市
民
に
親
し
ま
れ
る
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

に
な
っ
て
い
る
か
。

答
　
　
基
金
残
高
は
十
七
年
度
末

残
高
で
約
三
七
億
円
で
し
た
が
、

現
在
は
約
三
二
億
円
と
な
っ
て
い

ま
す
。
十
八
年
度
末
残
高
は
、
地

方
交
付
税
の
当
初
予
算
額
に
対
し

て
約
八
億
円
の
保
留
分
が
見
込
ま

れ
ま
す
の
で
、
合
併
時
点
の
約
四

〇
億
円
く
ら
い
に
な
る
と
想
定
さ

れ
ま
す
。

　
次
に
起
債
残
高
は
、
一
般
会

計
、
農
業
集
落
排
水
事
業
特
別
会

計
、
公
共
下
水
道
事
業
特
別
会

計
、
水
道
事
業
会
計
を
合
計
す
る

と
、
十
七
年
度
末
は
二
五
八
億
六

〇
〇
〇
万
円
で
あ
り
、
十
八
年
度

末
で
二
六
七
億
二
〇
〇
〇
万
円

を
、
十
九
年
度
末
で
は
二
七
五
億

七
〇
〇
〇
万
円
を
見
込
ん
で
い
ま

す
。

　
基
金
残
高
の
減
少
、
起
債
残
高

の
増
加
が
懸
念
さ
れ
る
た
め
、
行

財
政
改
革
の
集
中
改
革
プ
ラ
ン
を

実
行
し
、
中
長
期
的
に
維
持
可
能

な
行
政
運
営
を
行
っ
て
ま
い
り
ま

す
。
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